
長野工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 計算力学特論
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産環境システム専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布するプリント
担当教員 遠藤 典男
到達目標
2次元連続体に対する構成方程式と有限要素定式化を説明できる．要素剛性マトリックスの数学的，物理的位置付けを説明できる．全体剛性マト
リックスの算出方法が説明できる．これらの内容を満足することで(D-1)，(D-2)の達成とする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 2次元連続体に対する構成方程式と
有限要素定式化を説明できる．

2次元連続体に対する有限要素定式
化を説明できる．

2次元連続体に対する有限要素定式
化を説明できない．

評価項目2 要素剛性マトリックスの数学的
，物理的位置付けを説明できる．

要素剛性マトリックスの数学的位
置付けを説明できる．

要素剛性マトリックスの数学的位
置付けを説明できない．

評価項目3
全体剛性マトリックスの算出方法
し、数学的，物理的位置付けが説
明できる．

全体剛性マトリックスの算出方法
し、数学的位置付けが説明できる
．

全体剛性マトリックスの算出方法
し、数学的位置付けが説明できな
い．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 コンクリート構造物の基本的な力学的特性を理解したうえで，道路橋示方書に準拠した設計荷重の取り扱い，さらには

許容応力度設計法により比較的構造形式が簡単なコンクリート構造物を設計し得る能力を習得する．
授業の進め方・方法 ・授業方法は講義を中心とし，授業内容に応じ演習問題を行う．

注意点

＜成績評価＞前期末試験（70％），レポート（30%）の合計100点満点で（D-1），（D-2）を評価し，合計の6割以上
を獲得した者を本科目の合格者とする．なお，各レポートの重みは同じとする．
＜オフィスアワー＞毎週水曜日16:00～17:00，環境都市工学科，遠藤教員室．
＜先修科目・後修科目＞
＜備考＞履修条件として，材料力学，構造力学等の連続体力学に関する基礎的事項を修得していることが前提であり
，これらの知識が不足する場合は，各自で事前に補っておくこと．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 計算力学概説 有限要素法，境界要素法，差分法の違いを説明できる
．

2週
2次元静弾性問題の基礎
構成方程式 構成方程式を説明できる．

3週 2次元静弾性問題の基礎
平面応力場，平面ひずみ場 平面応力場，平面ひずみ場を説明できる．

4週 最小ポテンシャルエネルギー 最小ポテンシャルエネルギーの原理を説明できる．
5週 仮想仕事の原理 仮想仕事の原理を説明できる．

6週 仮想仕事の原理と最小ポテンシャルエネルギーの関係 最小ポテンシャルエネルギーと仮想仕事の原理の関係
を説明できる．

7週 三角形一定要素 三角形一定要素の数学的，物理的位置付けを説明でき
る．

8週 四辺形要素 四辺形要素の数学的，物理的位置付けを説明できる．

2ndQ

9週 アイソパラメトリック要素 アイソパラメトリック要素の数学的，物理的位置付け
を説明できる．

10週 数値積分 アイソパラメトリック要素の要素剛性マトリックス算
出時に適用される数値積分を説明できる．

11週 三角形二次要素と面積座標 三角形二次要素の要素剛性マトリックス算出時に適用
される面積座標を説明できる．

12週 要素剛性マトリックスの重ね合わせと全体剛性マトリ
ックス

要素剛性マトリックスを重ね合わせて全体剛性マトリ
ックスを算出できる．

13週 境界条件の処理，連立1次方程式の解法と　応力，主応
力の計算

全体剛性マトリックスの境界条件処理ができ，連立1次
方程式の解法を説明できる．変位から応力，主応力を
算出できる．

14週 境界要素法の概説と境界要素による定式化 境界要素法の解析手順を説明できる．

15週 係数行列における未知成分と既知成分の振い分け 係数行列の未知成分と既知成分を振い分けることがで
きる．

16週 達成度試験
評価割合

試験 小テスト 平常点 レポート その他 合計
総合評価割合 70 0 0 30 0 100
配点 70 0 0 30 0 100


